
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

140 163 138 152 168 142 150 1,053

250 228 206 191 260 207 147 1,489

一般廃棄物 77 89 74 73 72 66 68 519

産業廃棄物 173 139 132 118 188 141 79 970

390 391 344 343 428 349 297 2,542

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

処理量(ｔ） 198.7 203.8 135.1 105.6 236.2 166.0 177.6 1,223.0

運転日数(日） 19.0 21.0 14.0 9.0 23.0 15.0 16.0 117.0

日平均処理量(ｔ/日） 10.4 9.7 9.7 11.7 10.3 11.1 11.1 10.6

処理量(ｔ） 194.9 202.8 194.8 198.6 233.7 161.6 133.3 1,319.7

運転日数(日） 19.0 21.0 19.0 16.0 23.0 15.0 13.0 126.0

日平均処理量(ｔ/日） 10.3 9.7 10.3 12.4 10.2 10.8 10.3 10.5

処理量(ｔ） 393.6 406.6 329.9 304.2 469.9 327.6 310.9 2,542.7

延べ運転日数(日） 19.0 21.0 20.0 16.0 23.0 15.0 16.0 130.0

日平均処理量(ｔ/日） 20.7 19.4 16.5 19.0 20.4 21.8 19.4 19.6

ばいじん排出量(ｔ） 10.4 9.5 9.6 6.6 12.0 6.6 7.1 61.8

燃え殻排出量(ｔ） 48.1 55.4 36.8 31.8 52.2 30.2 36.9 291.4

スラグ排出量(ｔ）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

915 915 930 905 925 920 920 最大

898 886 891 893 902 895 895 平均

870 855 855 880 870 865 870 最小

194 194 194 191 193 193 194 最大

193 193 188 187 191 192 189 平均

10 10 10 9 9 8 8 最大

8 8 8 8 8 8 8 平均

920 900 915 910 915 920 920 最大

893 885 885 892 889 895 892 平均

870 865 860 865 865 865 860 最小

最大

平均

最大

平均

PH

BOD又はCOD(㎎/L)

SS(㎎/L)

灰バンカに貯留後最終処分地へ埋立

排水無

許可番号

排
水
状
況

直接搬入ごみ量(ｔ)

計

計画収集ごみ量(ｔ)

２．処理状況

３．排ガス及び排水の状況

１
号
炉

２
号
炉

集塵器に流入する燃焼ガ
スの温度（℃）

煙突から排ガスの一酸化
炭素の濃度（PPm）

ば い じ ん の 処 理 方 法

焼 却 対 象 廃 棄 物

排
ガ
ス
の
状
況

（

２
号
炉
）

燃焼室中の燃焼ガスの温
度（℃)

煙突から排ガスの一酸化
炭素の濃度（PPm）

燃焼室中の燃焼ガスの温
度（℃)

集塵器に流入する燃焼ガ
スの温度（℃）

計

１．ごみ搬入状況

排
ガ
ス
の
状
況

（

１
号
炉
）

北部桧山衛生センター組合　　組合長　高　橋　貞　光

焼却灰処理方法

昭和59年7月17日

灰固形化(薬剤処理方式）

12.5t/8h×2炉 排ガス処理方式

施 設 設 置 者 名

項　　　目

平成30年度ごみ焼却処理施設維持管理状況報告書

ろ過式集塵器（バグフィルター）

技術管理者名 中 村　真 一

北海道久遠郡せたな町北檜山区共和120番地5

北部桧山衛生センター組合 ごみ焼却処理施設

許 可 ( 届 出 ) 年 月 日

施 設 名

施 設 所 在 地

処 理 能 力

組合収集可燃物、一般持込可燃物、一般及び産廃の破砕処理後の可燃物

1   号   炉   と   共   通

1   号   炉   と   共   通



４．排ガス測定

単位

―

g/㎥N

㎥N/ｈ

volppm

mg/㎥N

µg/㎥N

µg/㎥N

µg/㎥N

vol%

二酸化炭素 vol%

酸　　　素 vol%

窒　　　素 vol%

℃

m/s

湿　　　り ㎥N/ｈ

乾　　　き ㎥N/ｈ

―

単位

―

g/㎥N

㎥N/ｈ

volppm

mg/㎥N

µg/㎥N

µg/㎥N

µg/㎥N

vol%

二酸化炭素 vol%

酸　　　素 vol%

窒　　　素 vol%

℃

m/s

湿　　　り ㎥N/ｈ

乾　　　き ㎥N/ｈ

―

―

―

適　合

―

―

水銀（基準酸素換算値）

 ガス状水銀（基準酸素換算値）

 粒子状水銀（基準酸素換算値）

0.88

0.87

0.007

水銀（基準酸素換算値） 0.40 50 適　合

 ガス状水銀（基準酸素換算値） 0.39 ― ―

0.006 ― ―

空　気　比 ―

項　　　目

排
ガ
ス

量

排ガス温度

排ガス流速

基準値

―

―

―

―

適　合

―

250

―

― ―

700

―

―

―

適　合

―

13,500

2.57

161

8.5

20,300

排ガス温度

排ガス流速

0.13未満

排
ガ
ス

量

空　気　比 2.21

17,300

塩化水素（基準酸素換算値）

窒素酸化物（基準酸素換算値）

硫黄酸化物(排出量）

ガ
ス
組
成

150

110

33.3

7.1

79.9

 粒子状水銀（基準酸素換算値）

13.0

ばいじん（基準酸素換算値）

採　取　年　月　日 H30.6.14

0.011

水　　　分

測　定　結　果

151 ―

7.2

―

―

ガ
ス
組
成

8.1 ―

11.7 ―

80.2 ―

塩化水素（基準酸素換算値） 70 適　合

水　　　分 34.5 ――

50

適　合

硫黄酸化物(排出量） 0.25
適　合

窒素酸化物（基準酸素換算値） 140 適　合

採　取　年　月　日 H30.6.12

ばいじん（基準酸素換算値） 0.015

②２　号　炉

判定

―

基準値

0.25

1回目  37.77
2回目

250

700

―

11,300

―

―

―

―

―

①１　号　炉

―

項　　　目 測　定　結　果

1回目  40.08
2回目

―

適　合

適　合

―

―

―

―

―

―

―

―

―

判定

―

0.25



※2

単位

―

紙　類 ％

布　類 ％

ゴム・皮革類 ％

木・竹・わら類 ％

厨芥類 ％

その他可燃物類 ％

不燃物類 ％

合　計 ％

金属類（鉄） ％

非鉄金属類 ％

ガラス・陶磁器類 ％

ビニール類 ％

合成樹脂類 ％

その他不燃物類 ％

合　計 ％

kg/㎥

水　分 ％

灰　分 ％

可燃分 ％

kcal/kg

kj/kg

kcal/kg

kj/kg

焼却灰中ダイオキシン類(毒性
等量）

0.0083H30.6.13

※3　煤塵等を埋立処分することができる基準（法第24条）

－ ※2

項　　　目 単位

3 適　合ng-TEQ/g-dry

測定結果

110

基準値※3

※1　排出規制基準(法第2条及び第8条）

項　　　目 単位 採取年月日

６．焼却灰中ダイオキシン類

判定

２号炉測定結果

H30.6.14

0.0041

12.8

25

0.011

－

－

適　合

適　合

基準値※1 判定

－

適　合10

700

H30.6.12

0.032

12.2

１号炉測定結果

一酸化炭素(平均実測値） 4

５．排ガス中ダイオキシン類

―

ng-TEQ/㎥N

％

単位

塩化水素（基準酸素換算値）

項　　　目

酸　　素(平均実測値）

mg/㎥N

採　取　年　月　日

－

ばいじん（基準酸素換算値） 0.25

測定結果 基準値※3

ppm

g/㎥N 0.015

70

７．ばいじん中ダイオキシン類

判定

ng-TEQ/g-dry

採取年月日

ばいじん中ダイオキシン類(毒
性等量）

8,648 9,671

2,066 2,310

①可　燃　物

7,780 7,634

1,859 1,824

47.5 46.9

6.0 5.3

46.5 47.8

203 221

14.9(100.0) 15.4(100.0)

0.0(  0.0) 0.0(  0.0)

13.8( 92.6) 　9.5( 61.7)

　1.1(  7.4) 　5.8( 37.7)

0.0(  0.0) 0.0(  0.0)

0.0(  0.0) 0.1(  0.6)

0.0(  0.0) 0.0(  0.0)

100.0 100.0

14.9 15.4

0.4

35.5 7.3

0.0 16.3

平 均

分　　析　　結　　果

33.9 45.9

低　位　発　熱　量

(札幌市算出式による計算値）

(昭和52年環整95号による計算値）

H30.5.9 H30.8.15

0.9 10.7

14.6 4.0

0.2

試料採取日

不
燃
物
の
組
成
分
析

組
成
分
類

単 位 容 積 重 量

３
成
分

低　位　発　熱　量

８．ごみ質分析

項目

法の施行(平成12年1月15日）の際、現に設置され、又は設置の工事がされていた特定施設である廃棄物焼却炉から排
出される廃棄物をセメント固化等により処分する限り、基準は適用されない。

－

ダイオキシン類(毒性等量）

－

H30.6.13 3.9



単位

―

金属類(鉄） ％

非鉄金属類 ％

ビニール類 ％

高分子類 ％

ガラス類 ％

陶磁器類 ％

その他不燃物 ％

可燃物類 ％

合　計 ％

紙　類 ％

布　類 ％

ゴム・皮革類 ％

木・竹・わら類 ％

厨芥類 ％

その他可燃物類 ％

合　計 ％

kg/㎥

水　分 ％

灰　分 ％

可燃分 ％

kcal/kg

kj/kg

kcal/kg

kj/kg

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

23日 9日 13日 23日 14日 3日 16日

熱勺減量 %-dry 0.1 0.2 0.4 0.1 0.2 1.0 0.1

水　　分 ％ 0.4 0.2 0.2 0.2 0.5 1.1 0.2

熱勺減量 %-dry 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 2.4 0.1

水　　分 ％ 0.3 0.3 0.2 0.6 0.4 0.9 0.3

1
号
炉

２
号
炉

９．焼却残渣分析

資料採取年月日
単位

　施　　設

0.0

0.0

低　位　発　熱　量 370 915

(昭和52年環整95号による計算値） 1,494 3,370

1.2

1.5

(札幌市算出式による計算値） 1,549 3,830

低　位　発　熱　量 357 805

３
成
分

8.1 18.2

2.3

90.7 79.5

単 位 容 積 重 量 189 125

1.5(100.0) 0.0(  0.0)

　0.0(  0.0) 　0.0(  0.0)

　0.0(  0.0) 　0.0(  0.0)

　0.0(  0.0) 　0.0(  0.0)

0.0(  0.0) 0.0(  0.0)

0.9( 60.0) 0.0(  0.0)

100.0 100.0

可
燃
物
の
組
成
分
析

0.6( 40.0) 0.0(  0.0)

0.0 0.0

0.0

89.8 63.3

7.3 18.6

0.0 0.9

組
成
分
類

0.0 7.7

1.4 9.5

試料採取日 H30.5.9 H30.8.15 平 均

項目 分　　析　　結　　果

②不　燃　物


